
保
有
資

産
の
総
点
検
と
更
な
る
活
用

⑴
活
用
可
能
な
資
産
（
主
な
未
利
用
資
産

）

⑵
充
当
可
能
な
基
金
等

⑶
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
取
組
状
況

⑷
使
用
料
の
減
免
状
況

⑸
保
有
資
産
の
更
な
る
活
用
に
向
け
た
今
後
の
取
組
方
針

（
今
後
の
改

革
の
視
点
）

資
料
８
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行
政

区
町

名
等

建 物
現

況
備

考
（
利

用
状

況
や

今
後
の
見

通
し
な
ど
）

1
旧

し
尿

前
処

理
施

設
南

西
九

条
森

本
町

7
,
1
0
0

1
1
5

8
2
0

有
未

利
用

活
用

方
法

検
討

中

2
京

都
バ

イ
オ

サ
イ

ク
ル

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
証

実
験

施
設

バ
イ

オ
ガ

ス
プ

ラ
ン

ト
伏

見
下

鳥
羽

広
長

町
2
,
1
7
8

1
1
5

2
5
0

有
未

利
用

令
和

２
年

度
中

の
売

却
を

検
討

中

3
東

部
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
伏

見
石

田
森

西
他

4
3
,
9
7
2

2
0
0

8
,
7
9
0

有
一

部
未

利
用

活
用

方
法

検
討

中
売

却
に

当
た

っ
て

は
，

建
物

撤
去

費
用

等
が

必
要

4
遺

贈
物

件
　

土
地

建
物

左
京

銀
閣

寺
町

1
,
5
5
9

8
7

1
4
0

有
一

部
未

利
用

2
棟

の
う

ち
1
棟

を
住

居
と

し
て

貸
付

中

5
鳥

居
ヶ

谷
池

(
た

め
池

)
左

京
岩

倉
幡

枝
町

1
,
2
8
5

7
5

1
0
0

無
一

部
未

利
用

活
用

方
法

検
討

中

6
普

通
財

産
　

土
地

（
元

宝
が

池
公

園
）

左
京

岩
倉

幡
枝

町
他

3
1
,
6
2
1

-
-

無
未

利
用

宝
が

池
公

園
に

隣
接

す
る

山
林

等
の

土
地

市
街

化
調

整
区

域
内

7
遺

贈
物

件
　

土
地

建
物

山
科

竹
鼻

扇
町

1
5
8

1
2
0

2
0

有
未

利
用

令
和

２
年

度
中

の
売

却
を

検
討

中

8
普

通
財

産
　

土
地

(
市

民
農

園
用

地
)

南
上

鳥
羽

塔
ノ

森
東

向
町

，
上

鳥
羽

奈
須

野
町

，
上

鳥
羽

火
打

形
町

2
,
6
2
3

6
2

1
6
0

無
一

部
未

利
用

市
民

農
園

用
地

と
し

て
敷

地
の

一
部

を
利

用
中

。
令

和
２

年
度

中
に

活
用

事
業

者
を

選
定

す
る

た
め

公
募

中
。

9
元

警
察

職
員

住
宅

駐
車

場
用

地
右

京
右

京
区

太
秦

一
ノ

井
町

1
9
9

1
6
0

3
0

無
未

利
用

令
和

２
年

度
中

の
売

却
を

検
討

中

1
0

寄
付

物
件

　
土

地
建

物
西

京
山

田
上

ノ
町

1
,
7
3
1

1
2
5

2
2
0

有
未

利
用

建
物

は
，

母
屋

，
貸

家
及

び
共

同
住

宅
が

あ
る

が
，

利
用

し
て

い
な

い
。

母
屋

に
つ

い
て

は
，

京
町

家
の

保
存

に
資

す
る

活
用

を
視

野
に

検
討

中

⑴
 
未

利
用

（
予

定
含

む
）

の
市

有
地

N
o

資
産

名

所
在

地
登

記
面

積
(
㎡

)
A

相
続

税
路

線
価

(
千

円
)

B

概
算

額
(
百

万
円

)
C
=
A
×

B

資
産

の
現

状
等

＜
資

料
の

留
意

点
＞

・
本

市
で

は
，

資
産

の
活

用
を

推
進

し
，

活
用

可
能

な
資
産

の
更

な
る

掘
り

起
こ
し

を
行

う
た

め
，

市
有

地
情

報
を
公

開
し

て
い

る
。

そ
の
公

開
案

件
の

う
ち

，
面

積
が

小
さ
い

（
1
0
0
㎡

未
満

）
も
の

等
を

除
い

て
，

一
覧

に
し

て
い
る

。
・

こ
こ

に
記

載
し

て
い
る

資
産

は
，

今
後

，
活

用
方

法
を
検

討
す

る
も

の
で

あ
り
，

売
却

や
貸

付
け

等
に

よ
る

活
用
が

決
定

し
て

い
な

い
も
の

も
含

ま
れ

る
。

・
ま

た
，

こ
れ

ら
の

資
産

は
，

本
市

が
新

た
な

目
的

で
活
用

す
る

場
合

が
あ

る
。

・
概

算
額

Ｃ
欄

は
，

登
記

面
積

と
相

続
税

路
線

価
を

用
い
て

，
機

械
的

に
算

出
し
た

も
の

（
端

数
調

整
を

含
む

）
で
あ

り
，

実
際

の
価

格
と
は

異
な

る
。
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行
政

区
町

名
等

建 物
現

況
備

考
（
利

用
状

況
や

今
後
の
見

通
し
な
ど
）

N
o

資
産

名

所
在

地
登

記
面

積
(
㎡

)
A

相
続

税
路

線
価

(
千

円
)

B

概
算

額
(
百

万
円

)
C
=
A
×

B

資
産

の
現

状
等

1
1

普
通

財
産

　
土

地
伏

見
深

草
宮

谷
町

，
大

亀
谷

大
谷

町
，

大
亀

谷
大

山
町

，
大

亀
谷

東
寺

町
4
1
,
1
2
5

-
-

無
未
利

用
部

分
的

な
活

用
も

含
め

活
用

方
法

を
検

討
中

。
（

接
続

道
路

が
狭

小
で

大
規

模
な

開
発

が
困

難
。

一
部

に
土

壌
汚

染
対

策
法

上
の

形
質

変
更

時
要

届
出

区
域

が
含

ま
れ

る
。

）

1
2

市
民

農
園

整
備

事
業

用
地

伏
見

醍
醐

上
ノ

山
1
,
8
5
4

1
1
0

2
0
0

無
未

利
用

高
低

差
が

あ
る

。
建

築
基

準
法

上
の

道
路

に
接

し
て

い
な

い
た

め
建

築
及

び
車

両
進

入
不

可
。

活
用

方
法

検
討

中

1
3

普
通

財
産

　
宅

地
（

府
営

住
宅

敷
地

）
伏

見
淀

下
津

町
1
,
0
0
0

9
0

9
0

一 部 有

一
部

未
利
用

府
営

住
宅

敷
地

。
約

8
0
0
㎡

が
更

地

1
4

元
吉

祥
院

浴
場

南
吉

祥
院

這
登

東
町

6
0
8

1
0
5

6
0

有
未

利
用

元
市

立
浴

場

1
5

中
央

市
場

下
京

朱
雀

分
木

町
他

1
4
1
,
4
4
7

-
-

有
利

用
中

施
設

整
備

計
画

に
基

づ
き

，
将

来
の

有
効

活
用

地
（

約
3
.
9
万

㎡
）

の
利

用
方

法
を

検
討

（
現

在
，

再
整

備
中

）

1
6

中
央

食
肉

市
場

南
吉

祥
院

石
原

東
之

口
6
,
9
3
0

1
0
5

7
3
0

無
未

利
用

令
和

元
年

度
に

再
整

備
工

事
完

了
。

再
整

備
に

伴
う

余
剰

地
の

売
却

を
検

討
中

。

1
7

元
創

業
支

援
工

場
及

び
元

資
器

材
・

防
災

セ
ン

タ
ー

西
側

用
地

南
上

鳥
羽

鉾
立

町
他

1
0
,
0
2
9

1
0
5

1
,
0
5
0

有
利

用
中

令
和

４
年

度
中

に
活

用
可

と
な

る
予

定
（

現
在

は
執

務
室

，
倉

庫
等

を
設

置
）

。
企

業
誘

致
を

推
進

す
る

た
め

の
用

地
と

し
て

の
活

用
を

検
討

1
8

地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
推

進
セ

ン
タ

ー
中

京
壬

生
仙

念
町

他
3
,
1
9
7

4
7
0

1
,
5
0
0

有
利

用
中

地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
推

進
セ

ン
タ

ー
と

し
て

活
用

中
。

移
転

予
定

1
9

児
童

福
祉

セ
ン

タ
ー

上
京

主
税

町
他

4
,
5
3
4

3
0
0

1
,
3
6
0

有
利

用
中

児
童

福
祉

セ
ン

タ
ー

と
し

て
活

用
中

。
移

転
予

定

2
0

寄
附

物
件

(
児

童
館

用
地

)
北

大
北

山
原

谷
乾

町
他

8
6
4

5
4

5
0

無
未

利
用

児
童

館
用

地
と

し
て

寄
付

受
納

暫
定

利
用

等
も

含
め

て
検

討

2
1

上
賀

茂
市

営
住

宅
北

上
賀

茂
本

山
1
9
,
3
3
5

1
3
0

2
,
5
1
0

有
利

用
中

ス
ト

ッ
ク

総
合

活
用

計
画

で
は

用
途

廃
止

団
地

に
分

類
。

将
来

的
な

売
却

等
を

検
討

2
2

鷹
峯

市
営

住
宅

北
鷹

峯
木

ノ
畑

町
6
,
2
9
7

1
6
0

1
,
0
1
0

有
未

利
用

令
和

２
年

1
1
月

１
日

付
け

で
用

途
廃

止
済

み
。

今
後

売
却

予
定

2
3

高
野

市
営

住
宅

左
京

高
野

泉
町

他
7
,
6
7
3

2
0
5

1
,
5
7
0

有
利

用
中

ス
ト

ッ
ク

総
合

活
用

計
画

で
は

用
途

廃
止

団
地

に
分

類
。

将
来

的
な

売
却

等
を

検
討
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行
政

区
町

名
等

建 物
現

況
備

考
（
利

用
状

況
や

今
後
の
見

通
し
な
ど
）

N
o

資
産

名

所
在

地
登

記
面

積
(
㎡

)
A

相
続

税
路

線
価

(
千

円
)

B

概
算

額
(
百

万
円

)
C
=
A
×

B

資
産

の
現

状
等

2
4

三
宅

第
一

市
営

住
宅

左
京

岩
倉

南
三

宅
町

3
,
5
2
1

1
8
0

6
3
0

有
未

利
用

売
却

を
含

め
活

用
方

法
を

検
討

中

2
5

山
端

南
市

営
住

宅
左

京
山

端
川

端
町

他
3
,
0
4
1

2
0
5

6
2
0

有
利

用
中

ス
ト

ッ
ク

総
合

活
用

計
画

で
は

用
途

廃
止

団
地

に
分

類
。

将
来

的
な

売
却

等
を

検
討

2
6

三
宅

第
二

市
営

住
宅

左
京

岩
倉

三
宅

町
他

3
,
2
4
0

1
3
5

4
4
0

一 部 有

一
部

未
利
用

ス
ト

ッ
ク

総
合

活
用

計
画

で
は

用
途

廃
止

団
地

に
分

類
。

将
来

的
な

売
却

等
を

検
討

2
7

山
端

北
市

営
住

宅
左

京
山

端
川

端
町

他
1
,
2
7
2

2
0
5

2
6
0

有
利

用
中

ス
ト

ッ
ク

総
合

活
用

計
画

で
は

用
途

廃
止

団
地

に
分

類
。

将
来

的
な

売
却

等
を

検
討

2
8

西
京

極
市

営
住

宅
右

京
右

京
区

西
京

極
新

田
町

1
7
5

1
6
0

3
0

無
未

利
用

令
和

２
年

度
中

の
売

却
を

検
討

中

2
9

上
鳥

羽
口

市
営

住
宅

南
上

鳥
羽

尻
切

町
他

5
0
3

1
1
0

6
0

有
利

用
中

ス
ト

ッ
ク

総
合

活
用

計
画

で
は

用
途

廃
止

団
地

に
分

類
。

将
来

的
な

売
却

等
を

検
討

3
0

下
津

市
営

住
宅

伏
見

淀
下

津
町

他
4
,
0
9
3

9
3

3
8
0

有
利

用
中

ス
ト

ッ
ク

総
合

活
用

計
画

で
は

用
途

廃
止

団
地

に
分

類
。

将
来

的
な

売
却

等
を

検
討

3
1

越
後

屋
敷

市
営

住
宅

伏
見

深
草

越
後

屋
敷

町
1
,
9
3
7

1
2
5

2
4
0

有
利

用
中

ス
ト

ッ
ク

総
合

活
用

計
画

で
は

用
途

廃
止

団
地

に
分

類
。

将
来

的
な

売
却

等
を

検
討

3
2

木
津

市
営

住
宅

伏
見

淀
木

津
町

他
1
,
5
4
2

9
3

1
4
0

有
利

用
中

ス
ト

ッ
ク

総
合

活
用

計
画

で
は

用
途

廃
止

団
地

に
分

類
。

将
来

的
な

売
却

等
を

検
討

3
3

十
条

保
管

所
東

山
福

稲
川

原
町

ー
他

3
,
7
5
0

1
0
0

3
8
0

無
未

利
用

令
和

２
年

度
中

の
売

却
を

検
討

中

3
4

道
路

敷
西

京
桂

上
野

今
井

町
，

桂
上

野
西

町
3
,
2
2
1

1
3
5

4
3
0

無
利

用
中

都
市

計
画

道
路

の
予

定
地

暫
定

利
用

中

3
5

道
路

敷
伏

見
久

我
御

旅
町

8
6
0

8
9

8
0

無
未

利
用

都
市

計
画

道
路

の
予

定
地

暫
定

活
用

を
検

討

3
6

伏
見

材
料

置
場

伏
見

島
津

町
3
6
4

9
5

3
0

無
利

用
中

上
下

水
道

局
が

工
事

事
務

所
車

両
置

場
と

し
て

利
用

中

3
7

地
域

住
民

福
祉

事
業

用
地

伏
見

石
田

内
里

町
1
6
1

9
1

1
0

無
一

部
未

利
用

一
部

墓
地

使
用

あ
り
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N
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名
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在

地
登

記
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積
(
㎡

)
A

相
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線
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B

概
算

額
(
百

万
円

)
C
=
A
×

B

資
産

の
現

状
等

3
8

伏
見

区
役

所
庁

舎
（

旧
伏

見
区

役
所

跡
地

）
伏

見
鷹

匠
町

，
東

組
町

1
,
9
5
8

1
9
0

3
7
0

無
利

用
中

区
役

所
臨

時
駐

車
場

と
し

て
利

用
中

3
9

北
消

防
署

北
紫

竹
下

緑
町

1
,
6
7
6

2
8
0

4
7
0

有
利

用
中

Ｒ
２

年
度

中
は

消
防

署
と

し
て

利
用

(
現

在
，

移
転

整
備

中
)

将
来

的
な

売
却

等
を

検
討

4
0

伏
見

工
業

高
等

学
校

伏
見

深
草

中
川

原
町

他
4
3
,
9
3
5

1
4
5

6
,
3
7
0

有
利

用
中

洛
陽

工
業

高
等

学
校

と
統

合
し

，
京

都
工

学
院

高
等

学
校

へ
移

転
。

な
お

，
敷

地
の

一
部

に
京

都
奏

和
高

等
学

校
を

整
備

す
る

た
め

，
活

用
範

囲
は

，
京

都
奏

和
高

等
学

校
を

除
い

た
部

分
（

約
3
3
,
0
0
0
㎡

）
と

な
る

。
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（
単

位
：

億
円

）

現
金

有
価

証
券

一
般

会
計

貸
付

特
定

目
的

基
金

（
一

般
会

計
所

管
分

）
3
7
4
.
5

3
6
5
.
6

1
8
3
.
5

3
8
.
2

1
4
4
.
0

△
8
.
8

1
5
4
.
3

1
3
6
.
2

2
2
.
2

-
 

1
1
4
.
0

△
1
8
.
1

5
8
.
6

5
4
.
1

1
0
.
0

1
4
.
1

3
0
.
0

△
4
.
5

新
住

宅
市

街
地
開

発
事

業
基

金

京
都

国
際

文
化

観
光

都
市
建
設
計
画
洛
西
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
の
施
行
区
域

内
に

お
け

る
公

共
施

設
の
管
理
そ
の
他
居
住
者
の
共
同
の
利
便
を
図
る
た
め
の
事

業
の

実
施

に
必

要
な

資
金
を
積
み
立
て
る
も
の

3
1
.
4

2
9
.
8

2
9
.
8

-
 

-
 

△
1
.
6

公
共

施
設

等
整
備

管
理

基
金

公
共

施
設

等
の

整
備

及
び
管
理
に
関
す
る
事
業
の
実
施
等
に
必
要
な
財
源
に
充
て

る
も

の
2
3
.
2

2
3
.
9

2
3
.
9

-
 

-
 

0
.
7

文
化

観
光

資
源
保

護
基

金
本

市
内

に
存

す
る

文
化
観
光
資
源
の
保
護
事
業
推
進
の
資
金
を
積
み
立
て
る
も

の
2
4
.
2

2
3
.
4

1
.
6

2
1
.
8

-
 

△
0
.
8

文
化

芸
術

振
興
基

金
市

民
の

文
化

の
発

展
及
び
文
化
芸
術
の
振
興
に
寄
与
す
る
事
業
の
実
施
に
必
要
な

財
源

に
充

て
る

も
の

2
2
.
3

2
2
.
5

2
2
.
5

-
 

-
 

0
.
2

環
境

共
生

市
民
協

働
事

業
基

金

環
境

共
生

市
民

協
働

事
業
（
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
く
，
か
つ
，
持
続
的
に
発
展

す
る

こ
と

が
で

き
る

都
市
を
実
現
す
る
も
の
本
市
が
市
民
と
共
に
実
施
す
る
事
業

を
い

う
。

）
に

要
す

る
費
用
に
充
て
る
も
の

1
4
.
2

1
4
.
9

1
4
.
9

-
 

-
 

0
.
7

教
育

振
興

基
金

教
育

の
振

興
に

寄
与

す
る
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
を
積
み
立
て
る
も

の
3
.
9

1
3
.
9

1
3
.
9

-
 

-
 

1
0
.
0

ス
ポ

ー
ツ

振
興
基

金
ス

ポ
ー

ツ
の

用
に

供
す
る
た
め
の
施
設
の
整
備
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関

す
る

事
業

の
実

施
に

必
要
な
資
金
を
積
み
立
て
る
も
の

3
.
7

8
.
3

8
.
3

-
 

-
 

4
.
6

社
会

福
祉

事
業
基
金

本
市

に
お

け
る

社
会

福
祉
事
業
の
推
進
に
必
要
な
財
源
に
充
て
る
も

の
8
.
1

7
.
6

7
.
6

-
 

-
 

△
0
.
5

国
際

親
善

交
流
基

金
国

際
親

善
交

流
の

発
展
に
寄
与
す
る
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
を
積
み
立
て
る

も
の

7
.
7

7
.
2

5
.
3

1
.
9

-
 

△
0
.
6

子
ど

も
若

者
は
ぐ

く
み

事
業

基
金

子
育

て
の

支
援

に
資

す
る
事
業
の
実
施
に
必
要
な
財
源
に
充
て
る
も

の
7
.
2

6
.
9

6
.
9

-
 

-
 

△
0
.
4

R
1

⑵
 
京

都
市

が
保

有
し

て
い

る
特

定
目

的
基

金
等

（
各

年
度

末
残

高
）

本
市

市
営

住
宅

及
び

そ
の
共
同
施
設
の
建
設
，
修
繕
又
は
改
良
を
図
る
た
め
の
事

業
の

実
施

に
必

要
な

財
源
に
充
て
る
も
の

市
庁

舎
整

備
事

業
の

実
施
に
必
要
な
資
金
を
積
み
立
て
る
も
の

増
減

(
R
1
-
H
3
0
)

H
3
0

概
要

市
庁

舎
整

備
基
金

市
営

住
宅

基
金

項
目
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（
単

位
：

億
円

）

現
金

有
価

証
券

一
般

会
計

貸
付

R
1

増
減

(
R
1
-
H
3
0
)

H
3
0

概
要

項
目

美
術

館
基

金
京

都
市

美
術

館
に

お
け
る
美
術
の
調
査
，
研
究
，
普
及
そ
の
他
美
術
の
振
興
に
関

す
る

事
業

の
実

施
に

必
要
な
財
源
に
充
て
る
も
の

5
.
6

4
.
4

4
.
4

-
 

-
 

△
1
.
3

動
物

園
整

備
基
金

京
都

市
動

物
園

の
施

設
の
整
備
に
関
す
る
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
を
積
み
立

て
る

も
の

2
.
3

2
.
8

2
.
8

-
 

-
 

0
.
5

駐
車

場
基

金
本

市
が

設
置

す
る

駐
車
場
法
に
規
定
す
る
駐
車
場
の
整
備
資
金
を
積
み
立
て
る
も

の
1
.
2

2
.
7

2
.
7

-
 

-
 

1
.
5

健
康

づ
く

り
研
究

基
金

市
民

の
健

康
づ

く
り

に
係
わ
る
研
究
及
び
知
識
の
普
及
に
関
す
る
事
業
の
実
施
に

必
要

な
財

源
に

充
て

る
も
の

1
.
8

1
.
4

1
.
4

-
 

-
 

△
0
.
4

社
会

福
祉

奨
学
基

金
本

市
に

お
け

る
社

会
福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
，
修
学
困
難
な
学
生
又
は
生
徒
に

対
し

て
奨

学
費

を
給

付
す
る
も
の

1
.
4

1
.
3

1
.
0

0
.
3

-
 

△
0
.
0

ふ
る

さ
と

納
税
基

金
ふ

る
さ

と
納

税
寄

付
金
の
対
象
事
業
（
文
化
，
景
観
，
環
境
）
の
実
施
に
必
要
な

資
金

を
積

み
立

て
る

も
の

0
.
8

1
.
2

1
.
2

-
 

-
 

0
.
4

産
業

振
興

基
金

産
業

の
振

興
を

図
る

た
め
の
事
業
の
実
施
に
必
要
な
財
源
に
充
て
る
も

の
0
.
8

1
.
1

1
.
1

-
 

-
 

0
.
2

緑
化

・
公

園
管
理

基
金

緑
化

事
業

の
推

進
及

び
都
市
公
園
の
管
理
に
必
要
な
資
金
を
積
み
立
て
る
も

の
0
.
9

0
.
9

0
.
8

0
.
1

-
 

△
0
.
0

動
物

愛
護

事
業
推

進
基

金
動

物
愛

護
（

動
物

の
愛
護
及
び
適
正
な
飼
養
を
い
う
。
）
に
関
す
る
事
業
の
推
進

に
必

要
な

財
源

に
充

て
る
も
の

0
.
7

0
.
7

0
.
7

-
 

-
 

0
.
0

森
林

経
営

管
理
基

金
森

林
経

営
管

理
法

に
基
づ
く
森
林
の
適
切
な
経
営
及
び
管
理
を
促
進
す
る
も
の
の

事
業

の
実

施
,
そ

の
他
森
林
整
備
の
促
進
に
関
す
る
事
業
の
促
進
に
必
要
な
財
源
に

充
て

る
も

の
-
 

0
.
5

0
.
5

-
 

-
 

0
.
5

そ
の

他
の

資
産

（
株

式
）

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

関
西

電
力

株

S
1
7
京

都
市

電
気

事
業
が
配
電
統
制
令
に
よ
り
，
旧
関
西
電
力
株
式
会
社
に
統
合
さ

れ
，

現
物

出
資

相
当

分
と
し
て
，
原
資
取
得
し
た
も
の
。
不
測
の
災
害
な
ど
，
年

度
間

の
財

政
調

整
資

金
と
し
て
将
来
に
備
え
る
，
疎
水
の
発
電
用
水
利
権
に
対
し

て
管

理
者

と
し

て
の

立
場
を
確
保
す
る
な
ど
の
目
的
で
所
有

※
毎

年
度

の
2
億

円
程
度
の
配
当
金
収
入
あ
り

3
7
4
.
5

3
6
5
.
6

1
8
3
.
5

3
8
.
2

1
4
4
.
0

△
8
.
8

※
特

別
会

計
が

所
管

し
て

い
る

基
金

等
は

除
い

て
い

る

合
計

（
参
考
－

令
和
2年

9
月
末

時
価
）

1
,0

2
0円

(
終
値

)×
4
19
万
株

＝
4
2.

8億
円
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（
単

位
：

百
万

円
）

対
象

施
設

ネ
ー

ミ
ン

グ
ラ

イ
ツ

名
称

契
約

相
手
方

施
設

等
種
別

契
約

年
度

総
収

入
額

京
都

市
美

術
館

京
都

市
京

セ
ラ

美
術
館

京
セ

ラ
株

式
会
社

美
術
館

R
2
～

R
5
1

5
,
4
00

京
都

会
館

ロ
ー

ム
シ

ア
タ

ー
京
都

ロ
ー

ム
株

式
会
社

文
化

会
館

H
2
8～

R
4
8

5
,
0
00

西
京

極
陸

上
競

技
場

兼
球

技
場

た
け

び
し

ス
タ

ジ
ア

ム
京
都

株
式

会
社

た
け

び
し

陸
上

競
技

場
兼

球
技

場
R
1
～

R
1
1

4
3
2

西
京

極
野

球
場

わ
か

さ
ス

タ
ジ

ア
ム

京
都

株
式

会
社

わ
か

さ
生
活

野
球
場

H
2
1～

R
5

3
7
5

京
都

市
体

育
館

ハ
ン

ナ
リ

ー
ズ

ア
リ

ー
ナ

ス
ポ

ー
ツ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
K
Y
O
T
O
株

式
会

社
体

育
館

H
2
3～

R
2

2
5
0

動
物

愛
護

セ
ン

タ
ー

ド
ッ

グ
ラ
ン

ヒ
ル

ズ
・

ド
ッ

グ
ラ
ン

日
本

ヒ
ル

ズ
・

コ
ル

ゲ
ー

ト
株

式
会
社

ド
ッ

グ
ラ
ン

H
2
7～

R
7

5

深
草

西
浦

中
公
園

J
C
L西

浦
中

公
園

株
式

会
社
J
C
L

街
区

公
園

H
2
5～

R
4

3

公
衆

ト
イ

レ
（
6
件

）
－

－
公

衆
ト

イ
レ

－
3

宝
が

池
公

園
フ

ッ
ト

サ
ル

コ
ー
ト

大
和

ハ
ウ

ス
パ

ー
キ

ン
グ

京
都

市
宝

が
池

フ
ッ

ト
サ

ル
コ

ー
ト

大
和

ハ
ウ

ス
パ

ー
キ

ン
グ

株
式

会
社

フ
ッ

ト
サ

ル
コ

ー
ト

H
3
0～

R
1
0

資
材

提
供

（
1
2
百

万
円

程
度
）

＜
参

考
－

他
都

市
の

取
組

み
例
＞

（
単

位
：

百
万

円
）

対
象

施
設
等

（
指

定
都

市
名
）

ネ
ー

ミ
ン

グ
ラ

イ
ツ

名
称

契
約

相
手
方

施
設

等
種
別

契
約

年
度

総
収

入
額

八
木

山
動

物
公

園
（

仙
台

市
）

八
木

山
動

物
公

園
フ

ジ
サ

キ
の
杜

セ
ル

コ
ホ

ー
ム

株
式

会
社

動
物
園

R
2
～

R
4

3
0

門
司

港
レ

ト
ロ

観
光

列
車

（
①

線
名

・
②

駅
名
）

①
北

九
州

銀
行

レ
ト

ロ
ラ

イ
ン

②
九

州
鉄

道
記

念
館

駅
，

出
光

美
術

館
駅

①
㈱

北
九

州
銀
行

②
J
R
九

州
，

出
光

美
術
館

①
線

②
駅

H
2
7～

H
2
9

9

消
防

音
楽

隊
（

名
古

屋
市
）

ポ
ッ

カ
レ

モ
ン

音
楽
隊

ポ
ッ

カ
レ

モ
ン

株
式

会
社

消
防

音
楽
隊

H
2
7～

H
3
0

1
3

①
港

図
書
館

②
中

央
図

書
館

（
大

阪
市
）

①
ゆ

め
ホ

ー
ム

「
ゆ

め
」

か
な

え
る

港
図

書
館

②
辰

巳
商

会
中

央
図

書
館

①
株

式
会

社
ゆ

め
ホ

ー
ム

②
株

式
会

社
辰

巳
商
会

図
書
館

①
H
3
0～

R
4

②
R
1
～

R
3

6

て
ん

の
う

じ
吹

奏
楽

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
（

大
阪

市
）

G
O
S
A
N
D
O
 
F
L
E
X
O
 
て

ん
の

う
じ

吹
奏

楽
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

株
式

会
社
 
渡

辺
護

三
堂

イ
ベ

ン
ト

R
1

0
.
02

⑶
 
ネ

ー
ミ

ン
グ

ラ
イ

ツ
の

契
約

状
況

（
令

和
2
年

9
月

時
点

）
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⑷
主

な
使
用
料

等
の

減
免

の
状

況

①
公

有
財

産
使

用
料

の
減

免
の

状
況

＜
減

免
額
等
＞

※
令
和
元
年
度
決
算

減
免

額
2
4
.8
億

円
（
減

免
後
使

用
料

7
.3
億
円
）

減
免

件
数
5
6
4
件

＜
使

用
料

設
定
の
基

本
的
な
考
え
方
＞

土
地
：
固

定
資

産
評

価
単

価
相
当
×
使

用
面

積
×
算

定
率
（

使
用
許

可
3
.5
％

，
貸
付

け
4
.0
％

等
）

建
物
：
建

物
評

価
額
（
使

用
等

面
積
分
）
×

1
0
％
＋

土
地
使

用
料

＜
減
免
の
概
要
＞

公
有

財
産

条
例
に
基
づ
き
，
公

共
的

団
体
が

事
務
所

や
社
会

福
祉
事

業
の
用

地
・
施

設
，
集

会
所
等

と
し
て
公

有
財
産
を
使
用
す
る
場
合
，
そ
の
使

用
料
に

対
し
て

減
免
を

実
施

※
主
な
減
免
の
内
容
は
別
添
の
参

考
資
料

を
参
照

②
道

路
占

用
料

の
減

免
の

状
況

＜
減

免
額
等
＞

※
令
和
元
年
度
決
算

減
免

額
2
億
円
（
減

免
後

使
用
料

3
0
.9
億
円
）

減
免

件
数
4
2
件

＜
占

用
料

設
定
の
基

本
的
な
考
え
方
＞

道
路

占
用

料
条
例
に
基
づ
き
占

用
料
（
土
地

価
格
・

占
用
面

積
な
ど

か
ら
算

出
）
を

徴
収

＜
減
免
の
概
要
＞

道
路

占
用

規
則
に
基
づ
き
，
公

営
企
業
の
施

設
（
水

道
管
・

下
水
道

管
，
バ

ス
停
等

）
，
鉄

道
施
設

，
無

電
柱
化
に
係
る
地

中
化

電
線
，
市

街
灯
共

架
柱
，

自
転
車

駐
輪
器

具
等
に

つ
い
て

，
減
額

又
は
免

除
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③
市

営
住

宅
使

用
料

（
家

賃
等

）
の

減
免

（
低

収
入

減
額

）
の

状
況

＜
減

免
額
等
＞

※
令
和
元
年
度
決
算

減
免

額
9
.2
億
円
（
減

免
後
使

用
料

4
9
.4
億
円
）

減
免

世
帯

数
4
,4
9
8
世

帯

＜
使

用
料

設
定
の
基

本
的
な
考
え
方
＞

公
営

住
宅
法
に
基
づ
き
，
入

居
者
の
所
得
と

入
居
す

る
住
宅

の
規
模

や
利
便

性
な
ど

に
よ
り

部
屋
ご

と
に
家
賃
を
算
定
（
平

均
家

賃
額

約
2
7
,5
0
0
円

/
月
）

＜
減
免
の
概
要
＞

低
収

入
世
帯
の
家
賃
を
更
に
減
額
す

る
も
の

（
収
入

区
分
が

公
営
住

宅
法
施

行
令
に

定
め
る

最
も
低
額
の
収

入
区
分
に

あ
た
る
世
帯

へ
の
減

額
）
で

あ
る
が

，
本
市

の
減
額

率
（
約

1
6
％
）

は
政
令

市
平
均
（
約
8
％
）
と
比
べ

て
も
高

い
水
準

に
あ
る

。

2
0
市
中
1
8
市
で
実
施

※
静
岡
，
浜
松
は
未
実
施
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件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

社
会

福
祉

協
議

会
の

事
務

所
社

会
福

祉
協

議
会

（
府

・
市

・
区

社
協

等
）

1
3
件

2
8
百

万
円

2
件

1
8
百

万
円

1
5
件

4
6
百

万
円

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

の
事

務
所

，
作

業
所

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

2
件

1
1
百

万
円

1
件

6
百

万
円

3
件

1
7
百

万
円

保
育

園
，

認
定

こ
ど

も
園

の
設

置
・

運
営

社
会

福
祉

法
人

，
宗

教
法

人
，

運
営

協
議

会
4
1
件

2
8
6
百

万
円

2
1
件

1
1
8
百

万
円

6
2
件

4
0
4
百

万
円

太
陽

光
発

電
設

備
設

置
合

同
会

社
，

一
般

社
団

法
人

7
件

2
3
百

万
円

-
 

-
 

7
件

2
3
百

万
円

団
体

等
の

事
務

所
公

益
財

団
法

人
，

一
般

社
団

法
人

，
そ

の
他

公
益

的
団

体
1
2
件

8
0
百

万
円

3
件

3
2
百

万
円

1
5
件

1
1
2
百

万
円

児
童

館
，

障
害

者
関

連
施

設
等

の
設

置
・

運
営

社
会

福
祉

法
人

1
4
件

2
1
5
百

万
円

2
件

1
8
百

万
円

1
6
件

2
3
2
百

万
円

公
益

事
業

（
京

都
労

働
学

校
，

経
済

セ
ン

タ
ー

，
自

転
車

駐
車

場
等

）
公

益
財

団
法

人
，

N
P
O
法

人
，

一
般

社
団

法
人

，
一

般
財

団
法

人
等

1
0
件

3
5
百

万
円

7
件

1
7
0
百

万
円

1
7
件

2
0
5
百

万
円

市
立

芸
術

大
学

の
運

営
独

立
行

政
法

人
市

立
芸

術
大

学
2
0
件

4
5
8
百

万
円

-
 

-
 

2
0
件

4
5
8
百

万
円

公
益

事
業

（
マ

ン
ガ

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

，
大

学
，

病
院

等
）

そ
の

他
5
件

1
7
1
百

万
円

5
件

2
4
百

万
円

1
0
件

1
9
4
百

万
円

府
立

高
校

等
の

設
置

京
都

府
3
件

6
4
百

万
円

2
件

1
9
9
百

万
円

5
件

2
6
2
百

万
円

交
番

，
職

員
住

宅
の

設
置

京
都

府
警

6
件

2
9
百

万
円

-
 

-
 

6
件

2
9
百

万
円

洛
西

の
会

館
（

境
谷

，
新

林
，

福
西

，
竹

の
里

）
京

都
市

住
宅

供
給

公
社

-
 

-
 

4
件

1
4
百

万
円

4
件

1
4
百

万
円

農
業

用
水

路
，

ド
イ

ツ
文

化
セ

ン
タ

ー
，

放
送

大
学

京
都

学
習

セ
ン

タ
ー

そ
の

他
3
件

3
0
百

万
円

1
件

7
百

万
円

4
件

3
7
百

万
円

地
縁

団
体

集
会

所
自

治
会

等
5
2
件

1
6
8
百

万
円

-
 

-
 

5
2
件

1
6
8
百

万
円

生
徒

及
び

教
職

員
に

対
す

る
食

品
の

販
売

不
二

家
商

事
5
件

2
1
百

万
円

-
 

-
 

5
件

2
1
百

万
円

自
転

車
駐

車
場

ア
ー

キ
エ

ム
ズ

1
件

3
百

万
円

1
件

2
百

万
円

2
件

5
百

万
円

自
動

車
駐

車
場

タ
イ

ム
ズ

２
４

-
 

-
 

2
件

8
百

万
円

2
件

8
百

万
円

小
学

校
跡

地
に

お
け

る
地

元
利

用
部

分
相

当
の

減
額

ヒ
ュ

ー
リ

ッ
ク

㈱
等

-
 

-
 

3
件

1
5
6
百

万
円

3
件

1
5
6
百

万
円

公
益

事
業

（
京

都
伝

統
産

業
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
，

美
術

工
芸

ギ
ャ

ラ
リ

ー
等

）
そ

の
他

1
件

2
百

万
円

2
件

4
百

万
円

3
件

6
百

万
円

1
9
5
件

1
,
6
2
4
百

万
円

5
6
件

7
7
5
百

万
円

2
5
1
件

2
,
3
9
9
百

万
円

※
こ

の
表

は
毎

年
9
月

に
公

表
し

て
い

る
減

免
状

況
に

つ
い

て
，

１
件

1
0
0
万

円
以

上
の

案
件

を
抽

出
し

，
相

手
先

ご
と

に
整

理
し

た
も

の
で

あ
る

公
有

財
産

の
目

的
外

使
用

許
可

・
貸

付
け

等
に

お
け

る
減

免
等

の
状

況
（

令
和

元
年

度
決

算
）

公
共

的
団

体

相
手

先
種

別

合
計

減
額

免
除

合
計

営
利

団
体

公
共

団
体

主
な

使
用

用
途

参
考
１
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参
考

２

公
有

財
産

の
使

用
料

等
の

減
免

に
関

す
る

包
括

外
部

監
査

結
果

で
の

指
摘

等
①

使
用
料
等
の
減
免
は
、
実
質
的
に
、
補
助
金
の
交
付
と
同
様
の
経
済
的
効
果
が
あ
る
。

当
該
団
体
が
行
っ
て
い
る
事
業
に
公
益
性
が
あ
ろ
う
と
も
、
減
免
を
行
う
際
は
、
補
助
金

同
様
の
観
点
が
不
可
欠
と
考
え
る

②
「
無
償
又
は
減
額
使
用
の
根
拠
と
な
る
法
律
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
無
償
又
は
減
額
使
用
の
必

要
性
を
十
分
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
有
償
に
よ
る
使
用
収
益
に
よ
り
そ
の
目
的
を
達
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
の
検
討
が
不
可
欠
」
と
の
考
え
方
を
明
確
に
し
、
市
全
体
で
共
有
す
べ
き

で
あ
る

③
減
免
率
に
つ
い
て
は
基
準
を
明
確
に
し
、
自
由
に
減
免
率
を
決
定
し
な
い
よ
う
に
規
制
を
す

べ
き
で
あ
る
。

④
公
有
財
産
の
使
用
料
等
の
減
免
に
つ
い
て
、
全
て
公
開
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

＜
参
考
＞

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
，
減
免
に
あ
た
っ
て
の
統
一
的
な
運
用
ル
ー
ル
を
整
備
し
た
う
え
で
，

公
有
財
産
の
使
用
料
等
の
減
免
状
況
に
つ
い
て
，
毎
年
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

一
方
で
，
対
象
団
体
の
経
営
状
況
等
を
踏
ま
え
た
減
免
の
必
要
性
（
減
免
が
単
な
る
団
体
へ

の
便
宜
供
与
と
な
っ
て
い
な
い
か
）
な
ど
の
視
点
に
基
づ
く
点
検
の
強
化
が
今
後
，
必
要
と
考

え
て
い
る
。平

成
2
5
年

度
の
包

括
外

部
監

査
の

結
果

（
抜

粋
）
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(
5
)

保
有
資
産

の
更

な
る

活
用

に
向

け
た

今
後

の
取

組
方

針
（

今
後

の
改

革
の

視
点
）

○
資

産
を

十
分

に
活

用
せ

ず
，

未
利

用
・
低

利
用
状

態
の
ま

ま
に
し

て
お
く

と
，
そ

の
間
，

有
効
に

活
用

し
て

い
れ

ば
得

ら
れ
た

は
ず
の

利
益
を

逸
失
（

機
会
損

失
が
発

生
）
す

る
た
め

，
資
産

が
持
つ

潜
在

能
力

や
価

値
を

最
大
限

引
き
出

す
こ
と

が
必
要

不
可
欠

○
未

利
用

地
の

ほ
か

，
活

用
中

の
施

設
，
基

金
，
有

価
証
券

な
ど
様

々
な
資

産
を
数

多
く
有

し
て
い

る
が

，
と

り
わ

け
危

機
的
な

財
政
状

況
に
あ

る
京
都

市
に
お

い
て
，

こ
れ
ら

の
保
有

資
産
を

い
か
に

財
源

に
結

び
つ

け
ら

れ
る
か

は
，
当

面
の
財

政
運
営

を
左
右

○
土

地
・

建
物

等
の

売
却

を
行

っ
た

場
合
，

売
却
益

の
み
な

ら
ず
，

民
間
事

業
者
に

よ
る
賑

わ
い
の

創
出

，
ま

ち
の

活
性

化
に
よ

る
地
域

振
興
，

固
定
資

産
税
等

の
税
収

増
に
も

つ
な
が

る
ほ
か

，
財
産

管
理

に
要

す
る

人
件

費
や
除

草
な
ど

の
経
費

の
節
減

に
も
つ

な
が
る

。

保
有
資
産
の
有
効
活
用
の
意
義
と
効
果

○
活

用
可

能
な

保
有

資
産

の
洗

い
出

し
・

未
利

用
財

産
の

早
期

活
用

だ
け
で

な
く
，

現
在
，

活
用
中

の
施
設

で
あ
っ

て
も
，

今
後
の

人
口
減

少
や

社
会

経
済

情
勢

も
見

据
え

て
，

積
極
的

に
資
産

活
用
を

検
討
す

る
視
点

が
重
要

・
施

設
の

統
廃

合
だ

け
で
な

く
，
業

務
の
集

約
化
等

に
お
い

て
生
み

出
さ
れ

た
余
剰

地
・
ス

ペ
ー
ス

等
に

つ
い

て
も

最
大

限
，

活
用

し
て

い
く
こ

と
が
重

要

○
多

額
の

売
却

益
（

民
間

が
活

用
し

た
場

合
の

固
定

資
産

税
等

）
が

見
込

め
る

資
産

を
中

心
に

積
極

的
か

つ
早

期
の

売
却

・
貸

付
等

に
つ

な
げ

る
仕

組
み

の
構

築
・

未
利

用
の

間
の

機
会

損
失

を
含
め

，
資
産

の
利
活

用
に
関

す
る
職

員
の
コ

ス
ト
意

識
の
向

上
と
全

庁
を

挙
げ

て
資

産
効

率
の

最
大

化
を

図
っ
て

い
く
た

め
の
仕

組
み
の

構
築
が

重
要

・
売

却
・

貸
付

等
に

あ
た
っ

て
は
，

無
秩
序

な
開
発

と
な
ら

ぬ
よ
う

，
周
辺

地
域
の

良
好
な

発
展
に

資
す

る
ま

ち
づ

く
り

の
観

点
が

重
要

今
後
の
取
組
方
針
（
今
後
の
改
革
の
視
点
）
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○
基

金
・

有
価

証
券

等
の

金
融

資
産

の
積

極
的

な
活

用
・

本
市

で
は

各
種

特
定

目
的

基
金
を

2
0
0
億

円
以

上
有
し

て
お
り

，
こ
の

危
機
的

な
財
政

状
況
に

あ
っ

て
は

，
全

市
的

な
財

源
不

足
の
補

て
ん
策

と
し
て

も
積
極

的
な
活

用
を
図

る
こ
と

が
不
可

欠
・

基
金

と
は

別
に

，
関

西
電

力
の
株

式
を
4
1
9
万

株
，
9
月
末

時
点
で

時
価
総

額
4
3
億

円
を

保
有

毎
年

の
配

当
金

と
し

て
2
億
円

の
収
入

が
あ
る

。

○
ネ

ー
ミ

ン
グ

ラ
イ

ツ
な

ど
の

税
外

収
入

の
一

層
の

確
保

・
こ

れ
ま

で
京

都
市

京
セ
ラ

美
術
館

を
は
じ

め
，
大

規
模
整

備
に
あ

た
っ
て

多
額
の

ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ

イ
ツ

を
確

保
。

・
特

に
今

後
，

予
定

さ
れ
て

い
る
大

規
模
整

備
を
は

じ
め
と

し
て
，

事
業
の

推
進
に

あ
た
っ

て
は
，

こ
う

し
た

財
源

確
保

の
取

組
と

セ
ッ

ト
で
進

め
る
手

法
を
参

考
に
し

な
け
れ

ば
な
ら

な
い
。

○
保

有
資

産
の

利
活

用
に

伴
う

使
用

料
の

あ
り

方
（

減
免

の
見

直
し

）
・

保
有

資
産

の
使

用
に

対
し

て
使
用

料
等
を

徴
収
す

る
場
合

，
社
会

経
済
情

勢
や
本

市
の
財

政
状
況

，
他

都
市

の
事

例
等

も
踏

ま
え

て
，

常
に
適

正
化
を

図
る
必

要
が
あ

る
。

・
特

に
減

免
に

つ
い

て
は
，

「
減
免

が
単
な

る
団
体

へ
の
便

宜
供
与

と
な
っ

て
い
な

い
か
」

な
ど
の

視
点

か
ら

減
免

を
受

け
て

い
な
い

使
用
者

等
と
の

公
平
性

が
担
保

さ
れ
て

い
る
の

か
な
ど

の
十
分

な
検

証
が

必
要

今
後
の
取
組
方
針
（
今
後
の
改
革
の
視
点
）
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